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要 旨 長崎大学医学部保健学科の看護学生270人 (1年生68人,2年生68人,3年生68人,4年生66人)
を対象に死生観に関する自記式アンケー ト調査を行った.学生は,死を ｢永遠の眠 り｣｢肉体 と精神の眠 り｣
｢神秘 ･不可解なもの｣ と捉え,学年間に違いは認められなかった.自分の死に関してもっとも嫌なことと
して,｢物事を体験できなくなる｣｢予定 していた計画や仕事ができなくなる｣は 1年生に,｢痛み ･苦 しみ｣
は4年生に多 く,有意差が認められた.死生観に影響を与えた因子は ｢身近な人の死｣｢テレビ ･映画｣｢葬
儀への参列｣｢読書｣の順であ り,学年間に違いは認められなかったが,｢講義｣｢実習｣は4年生が有意に























集合法 によるアンケー ト調査.質問票は,近藤 1)の
｢死に関するチェックリス ト｣を参考に独 自に作成 した.
質問は,①死に関する経験,(∋死に村するイメージ,③
自己の死について,④死を語ることについて,6)死生観






















学 年 人数 (女性/男性) 平均年齢 (範囲)
1年生 68人 (62/6) 18.7歳 (18-21)
2年生 68人 (60/8) 20.0歳 (19-23)
3年生 68人 (64/4) 21.0歳 (20-31)

















































に考えたことはない｣ は 3年生 と4年生は 1人ずつ
(1.5%)と1年生,2年生より少ないが,有意差はなかっ
た (図2).｢その他｣の内容を見ると,子供時代は4学
年とも死に対 して ｢怖い｣｢悲 しい｣｢星になる｣などが
多かったが,現在は 1年生は ｢怖い｣｢存在 しなくなる｣




























































































































































































































































































































































































験 したかという二者択一の質問には16.3%が ｢はい｣ と
答えてお り,学年別では, 1年生4.4%, 2年生5.9%,
3年生19.1%,4年生36.4%と学年が上がるにつれて増
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る死は ｢三人称の死｣であ り,また, ドラマや映画にお
























ことに不安や恐れを感 じる学生 もお り,個々の学生に対
する教育的サポー トも必要であろう.
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Abstract Aquestionnairesurveywasconductedinatotalof270mursingstudents(681stgrade,68
2ndgrade,683rdgrade,664thgrade)inNagasakiUniversitySchoolofHealthSciencesonJuly2005.
I
Moststudentsconsideradeathas'eternalsleep"sleepofbodyandsou1日-'mysterious-I,andtherewas
noslgnificantdifferencebythegrade.Ontheotherhand,Hcannotexperienceanymore…'cannotdoa
scheduledplanandworkanymore"wereslgnificantinlstgrade,andHdeaththroes-'wasin4thgrade.
Thefactorswhichinfluencedtheviewoflifeanddeathwere一familiarperson-sdeathH"televisionand
movie…attendancetothefuneral""readinginthisorder.Therewasnodifferenceinthesefactorsbe-
n
tweenthegrades,whereasI-1ecture一and‖nursingpractice"weresignificantin4thgrade.Itwassug一
gestedthatnursingstudentsthinkadeathmorerealisticthroughthelectureandpractice,however,the
influenceofthatwassmalerthantheirexpectation,thereforethedeatheducationmightbenecessary
andimportanttoestablishownviewoflifeanddeath.
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